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〔
人
事
異
動
〕

内
閣

国
家
公
安
委
員
会

警
察
庁

最
高

裁
判
所

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

貸
金
業
法
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
日
本
貸
金
業
協
会
か
ら
の
届
出
に
関
す
る

公
示
（
金
融
庁
）

近
畿
地
方
整
備
局
公
示（
近
畿
地
方
整
備
局
）

法

務

令
和
六
年
度
司
法
修
習
生
採
用
選
考
公
告

（
最
高
裁
判
所
）

産

業

日
本
産
業
規
格
（
経
済
産
業
省
）

労

働

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
の
決
定
に
関

し
、
関
係
船
員
及
び
関
係
使
用
者
の
意
見
聴

取
に
関
す
る
公
示

（
北
陸
信
越
地
方
交
通
審
議
会
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁潮

来
市
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
、
公
示

送
達
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
破
産
、免
責
、

特
別
清
算
、
再
生
、
所
有
者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他

〔
省

令
〕

〇
公
証
人
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
（
法
務
四
五
）

〇
厚
生
労
働
省
・
国
土
交
通
省
関
係
地
域
再

生
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
厚
生
労
働
・
国
土
交
通
二
）

〔
告

示
〕

〇
本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業
者
等
を
指
定

す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
金
融
庁
六
五
）

〇
中
央
選
挙
管
理
会
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
件
（
中
央
選
挙
管
理
会
二
二
）

〇
原
戸
籍
が
滅
失
し
た
件
（
法
務
二
八
四
）

〇
除
籍
が
滅
失
し
た
件
（
同
二
八
五
）

〇
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い

等
に
関
す
る
法
律
第
九
条
の
規
定
に
よ
る

承
認
を
し
た
件

（
同
二
八
六
〜
二
八
九
、
二
九
一
）

〇
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い

等
に
関
す
る
法
律
第
十
七
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
特
定
外
国
法
を
指
定
し
た
件

（
同
二
九
〇
）

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
同
二
九
二
）

〇
エ
ス
ワ
テ
ィ
ニ
王
国
内
の
社
会
的
弱
者
に

対
す
る
食
糧
援
助
に
関
す
る
日
本
国
政
府

と
世
界
食
糧
計
画
と
の
間
の
書
簡
の
交
換

に
関
す
る
件
（
外
務
二
八
〇
）

〇
中
等
学
校
整
備
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関

す
る
日
本
国
政
府
と
エ
ス
ワ
テ
ィ
ニ
王
国

政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

（
同
二
八
一
）

〇
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
共
和
国
内
の
社
会
的
弱
者

に
対
す
る
食
糧
援
助
に
関
す
る
日
本
国
政

府
と
世
界
食
糧
計
画
と
の
間
の
書
簡
の
交

換
に
関
す
る
件
（
同
二
八
二
）

〇
ギ
ニ
ア
共
和
国
内
の
社
会
的
弱
者
に
対
す

る
食
糧
援
助
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
世

界
食
糧
計
画
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関

す
る
件
（
同
二
八
三
）

〇
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
内
の
社
会
的
弱
者
に

対
す
る
食
糧
援
助
に
関
す
る
日
本
国
政
府

と
世
界
食
糧
計
画
と
の
間
の
書
簡
の
交
換

に
関
す
る
件
（
同
二
八
四
）

〇
円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

ト
ル
コ
共
和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交

換
に
関
す
る
件
（
同
二
八
五
）

〇
令
和
五
規
制
年
度
に
お
け
る
特
定
物
質
等

の
生
産
量
、
消
費
量
、
輸
入
量
及
び
輸
出

量
の
実
績
を
告
示
す
る
件

（
経
済
産
業
一
五
二
）

〇
高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る
件

（
国
土
交
通
一
一
六
八
）

〇
水
先
人
に
免
許
を
与
え
た
件

（
同
一
一
六
九
）

〇
直
轄
砂
防
工
事
を
施
行
す
る
件

（
同
一
一
七
〇
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
と
と

も
に
、
直
轄
砂
防
工
事
を
施
行
す
る
件

（
同
一
一
七
一
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
近
畿
地
方
整
備
局
九
九
〜
一
〇
一
）





省

令

公
証
人
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

公
証
人
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府
令
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
は
、
当
該
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

第
十
条

公
証
人
は
、
手
数
料
、
送
達
に
要
す
る
料

金
、
登
記
手
数
料
、
日
当
及
び
旅
費
の
標
準
額
並

び
に
執
務
時
間
及
び
急
を
要
す
る
場
合
に
は
休
日

又
は
執
務
時
間
外
で
も
嘱
託
に
応
ず
る
旨
（
指
定

公
証
人
の
行
う
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
に
関

す
る
省
令（
平
成
十
三
年
法
務
省
令
第
二
十
四
号
）

に
基
づ
く
事
務
を
除
く
。）を
役
場
の
見
や
す
い
場

所
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
役
場
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
て
公
衆
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
条

役
場
に
は
、
見
や
す
い
場
所
に
、手
数
料
、

送
達
に
要
す
る
料
金
、
登
記
手
数
料
、
日
当
及
び

旅
費
の
標
準
額
並
び
に
執
務
時
間
及
び
急
を
要
す

る
場
合
に
は
休
日
又
は
執
務
時
間
外
で
も
嘱
託
に

応
ず
る
旨
（
指
定
公
証
人
の
行
う
電
磁
的
記
録
に

関
す
る
事
務
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
法
務

省
令
第
二
十
四
号
）
に
基
づ
く
事
務
を
除
く
。）を

掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
条

削
除

第
三
十
一
条

代
理
者
又
は
公
証
人
法
第
七
十
二
条

の
兼
務
者
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
役
場
の
見
易
い

場
所
に
、
代
理
者
某
又
は
兼
務
者
某
で
あ
る
旨
を

掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

後
任
者
又
は
公
証
人
法
第
六
十
七
条
第
一
項
の

兼
務
者
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
役
場
の
見
易
い
場

所
に
、
公
証
人
某
の
後
任
者
又
は
公
証
人
某
の
取

り
扱
つ
た
事
務
に
つ
い
て
の
兼
務
者
で
あ
る
旨
を

掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
後
任
者
の

す
べ
き
掲
示
の
期
間
は
、
一
年
と
す
る
。

第
三
十
九
条

法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、

少
な
く
と
も
毎
年
一
回
当
該
法
務
局
若
し
く
は
地

方
法
務
局
に
所
属
す
る
公
証
人
の
保
存
す
る
書
類

の
検
閲
及
び
執
務
の
状
況
の
調
査
を
し
、
又
は
当

該
法
務
局
若
し
く
は
地
方
法
務
局
に
勤
務
す
る
法

務
事
務
官
に
こ
れ
を
さ
せ
、
そ
の
結
果
を
速
や
か

に
法
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
九
条

法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、

少
く
と
も
毎
年
一
回
当
該
法
務
局
又
は
地
方
法
務

局
に
所
属
す
る
公
証
人
の
役
場
に
臨
み
、
そ
の
保

存
す
る
書
類
の
検
閲
及
び
執
務
の
状
況
の
調
査
を

し
、
又
は
当
該
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
に
勤
務

す
る
法
務
事
務
官
に
こ
れ
を
さ
せ
、
そ
の
結
果
を

速
か
に
法
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

備
考

表
中
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
省
・
国
土
交
通
省
関
係
地
域
再
生
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

厚
生
労
働
省
・
国
土
交
通
省
関
係
地
域
再
生
法
施
行
規
則
（
令
和
元
年
厚
生
労
働
省

国
土
交
通
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

１

地
域
再
生
法（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
七
条
の
三
十
六
第
二

項
の
厚
生
労
働
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

１

地
域
再
生
法（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
七
条
の
三
十
六
第
二

項
の
厚
生
労
働
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

認
定
市
町
村
（
法
第
五
条
第
十
五
項
の
認
定

（
法
第
七
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。）

を
受
け
た
市
町
村（
特
別
区
を
含
む
。）を
い
う
。

以
下
同
じ
。）が
、
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計

画
（
法
第
十
七
条
の
三
十
六
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）に
同
条
第
五
項
第
十
五
号
又
は
第
十

七
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
地
方
運
輸
局
長
（
同
号
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
運
輸
監
理
部
長
を
含
む
。）

一

認
定
市
町
村
（
法
第
五
条
第
十
五
項
の
認
定

（
法
第
七
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。）

を
受
け
た
市
町
村（
特
別
区
を
含
む
。）を
い
う
。

以
下
同
じ
。）が
、
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計

画
（
法
第
十
七
条
の
三
十
六
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）に
同
条
第
四
項
第
十
一
号
又
は
第
十

二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
地
方
運
輸
局
長
（
同
号
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
運
輸
監
理
部
長
を
含
む
。）

二

（
略
）

二

（
略
）

２

認
定
市
町
村
は
、
法
第
十
七
条
の
三
十
六
第
二

十
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業

計
画
に
同
条
第
五
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
同
条
第
二
十
五
項

の
規
定
に
よ
り
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に

同
条
第
五
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
認
定
市
町
村

が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
そ
の
他
の
関
係
者

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

地
域
再
生
協
議
会
に
、
当
該
関
係
者
を
構
成
員
と

し
て
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

認
定
市
町
村
は
、
法
第
十
七
条
の
三
十
六
第
十

四
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計

画
に
同
条
第
四
項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
同
条
第
十
八
項
の
規
定

に
よ
り
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に
同
条
第

四
項
第
九
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
よ
う
と
す

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
認
定
市
町
村
が
行
う
介

護
保
険
の
被
保
険
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生

協
議
会
に
、
当
該
関
係
者
を
構
成
員
と
し
て
加
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
法
務
省
令
第
四
十
五
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
証
人
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

法
務
大
臣

小
泉

龍
司

〇
厚
生
労
働
省

国
土
交
通
省
令
第
二
号

地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
厚
生
労
働
省
・
国
土
交
通

省
関
係
地
域
再
生
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫


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